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はじめに

当館では 1973年の開館以来，自然環境が比較的豊か

に残る県内各地域で自然調査を行って，青森県の自然

史の解明に努めてきた.これらの調査は地質と動植物

が対象であり ，分布の把握とそのしくみの解明が 目的

であって，これまで一定の成果を上げてきたといえる.

報告書としては津軽半島の自然 (1981)，下北半島の自

然 (1986)，赤石川流域の自然(1991)，白神山地の自然

(1996) ，下北丘陵の自然(2001)が独立した報告書とし

て出され，その後も小川原湖周辺，上北郡， 三八地域

の調査が行われて，研究紀要に報告が載せられている.

自然調査は 1997年以降，県の東部方面で行われきた

が， 2018年からは場所を津軽に移して，まだ未調査で

ある中南津軽地域を対象に， 2020年までの 3年計画で

調査を実施することとした.この地域は，弘前市，大

鰐町， 平川市，黒石市にまたがる 山域で，秋田県境か

ら津軽平野の南側の奥を取り囲むかたちとなる(図 1). 

弘前市と 黒石市は城下町であり ，藩政時代から一定

の人口を抱えていて，低山間部は薪炭林の採取などに

長く利用されてきたいわゆる里山であったと考えられ，

久渡寺山を中心とした山間部では，盛んにヒノキアス

ナロ(青森ヒパ)の造林も行われたようだ(石)11，1973). 

明治以降は丘陵部の多くがりんご園になり，戦後は木

材不足に伴う拡大造林で主にスギが植林されたところ

が広がっている.

3年計画の l年目に当たる 2018年は，行政区では弘

前市の山域を対象とした.この山域は西側の白神山地

に続く山地帯で，生物相が豊かであり，弘前市の中心

部から車で 20'"'-' 30分ほどの近距離にあることから，

休養や遊興で地域住民によく利用されているところで

ある.久渡寺山や座頭石がその中心であり，久渡寺山

のふもとにある「子どもの森ビジターセンター」が活

動の拠点となっている

この地域では，断片的なものを含めてもさほど多く

1 )青森県立郷土館中南地域自然調査(2018)

の報告はみられない.それでも比較的まとまったもの

としては， 高谷(1969・1970) の久渡寺山・座頭石周辺

の植物(一)・(二)がある.そこでは植物相と植生の

概観を述べた上で，シダ植物と種子植物の目録として

534種が記録されている.また，石川 (1973・1976)は，

県で、行った自然環境保全地域候補地概況調査の報告書

に，久渡寺山と座頭石について 9頁，保全地域の候補

地の座頭石について 1頁を割し、て，特徴的な植物を記

述している.

I 調査方法

調査項目は植物相(フロラ)と植生の 2項目である.

植物相は太田と粛藤が，植生は粛藤が担当した.また，

この調査中，植物相については多くの方々の協力をい

ただいており，謝辞の項で詳しく述べる.

調査箇所は図 lに示 した 6カ所であり，調査日は，

作沢川 (2018年 7月 4日)，中目馬川 (7月 11日)，棚内

川 (7月 25日)，大和沢川 (8月 8日)，苗代山 (8月 22

日)，久渡寺山 (9月初 日)であった.それらのうち

植物相の調査は毎回行ったが，植生調査は作沢川， 大

和沢川，苗代山(尾神沢上流)の 3カ所で、行った.

調査方法は，植物相については調査地域の林道ある

いは遊歩道を踏査し，コケ植物及びシダ植物以上の維

管束植物を採集し，維管束植物については目視確認し

たものも合わせて維管束植物目録にまとめた.それを

基に帰化率とシ夕、、係数について考察した.コケ植物に

ついては別の稿で報告している.

植生については調査地域の植物群落について調査枠

を設け，シダ植物以 上 の維管束植物を対象に

Br加 n・Blanquet (1964) の全推定法を用いて記録した.

なお，当調査に当たっては，津軽森林管理署から平

成 30年 6月 19日付け 30津管第 341号で採集許可を受

けている.

2) 青森県立郷土館ゲストキュレーター， 青森自然誌研究会会長

3) 〒030-0802 青森市本町2丁目 8-14，青森県立郷土館
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E 調査結果

1 植物相

(1)各調査地点の概要

①作沢川

2018年 7月 4日，弘前市相馬の沢田地区から作沢川

の中流域に入った.作沢川には，沢田集落の上流 1.5km

ほどに相馬ダム (1974年着工， 2002年完成)が設置さ

れていて，ダムの上流 3km付・近に，昭和 37(1962)年

に閉山した舟打鉱山跡がある.

調査は，そこを起点とし，約 300mの区間を踏査し

た.鉱山跡の名に違わず，別名 「金山草」と呼ばれ，

山師が鉱脈を見つける時に参考にしたとされるへピノ

ネゴザの群生が 目立った.

続いて場所を変え，約 1.2km上流の左岸にあって，

下部を林に覆われた岩壁で調査した.木に覆われ，湿

度が高く保たれている岩壁には多くのセンタイ類のほ

か，フクロシダ，コウヤコケシノブ，コケシノブ，ウ

チワゴケ，イワイタチシダなどのシダ植物が見られ，

図 l 調査地域

①作沢川 (7月 4日)

②梱馬川 (7月 11日)

③欄内川 (7月 25日)

④大和沢川 (8月 8日)

⑤苗代山 (8月 22日)

⑥久渡寺山 (9月 26日)
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青森市

自然度の高さを示 していた.調査は， 最終的には標高

310m付近の曲り沢の先まで、行った.

作沢川での出現植物種数は 270種，採集 した植物は

55種であった.

また，過去に記録されたものと して，石川 (1973)は，

トチノキ ・カツラに着生するオシャグジデンダ ・ミヤ

マノキシノブを報告 したが，今回は確認していない.

さらに，舟打鉱山跡地のナベナの群生は，花の時期で

はないこともあり，今回は確認できなかった.

②相馬川

相馬川は，弘前市紙漉沢川袋で岩木川に合流する.

そこから上流の方を相馬川 と呼び，途中，作沢川が西

に分かれる .相馬川をしばらく集落沿いに遡り ，藍内

まで来ると人家が途切れる.そこからさらに 3km程上

流で二手に分かれ東股川 と西股川になり，県境まで遡

る.かつては東股川沿いの林道は良く整備され，車で

秋田県に抜けることが出来たが，現在は整備されてい

ない.
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円

J



青森県中南津軽地域の植物 (1 ) 

調査は， 7月 11日， 藍内の人家が途切れた車止めの

ゲート がある地点をスタートし，遡って約 1200m先に

ある堰堤まで踏査した

この調査地は，車止めのゲート からしばらくの間，

道の山側にコンク リー卜 の土止めが続いていて，かつ

ては入山者が多かったことを窺わせる.

この調査地で得られた，ミツバフウロ，エゾノ イワ

ハタザオ，ケンポナシ， トモエソウ，ナガボノナツノ

ノ¥ナワラビ等は，相馬川以外の地点では記録されてい

ない.

相馬川の出現植物種数は 295種，採集 した植物は 107

種であった.

③欄内川

調査は 7月 25日， 槻内川の上流，標高約 250'"'-'350m 

の，延長 1km程の林道沿いで、行った.調査地周辺はほ

とんどスギ植林地やヒノキアスナロ林となっており ，

スギの腐植した根株に，コケシノブ群落が密生してい

た.

この調査地では，アオハダ，ヒメヤシャブシ，ミヤ

マヤナギ，ヤブコウジ，ゴヨウアケビ等が他所では出

ないものとして記録された.出現植物種数は 248種，

採集したのは 56種であった.

④大和沢川

8月 8日，弘前市一野渡の先の大和沢川を遡って，

座頭石から約 3km入った所から調査を始めた.入って

すぐのところに， 山中の小河川脇の立地にしては平坦

なスギ林があり， 林床にオオパギボウシが生え，スギ

に交じってクルミ科の ヒッコ リーが 4・5本生えていた.

面白いのは，その ヒッコ リーの幹に，水辺との関連が

非常に強いコシノヤバネゴケがほんのひとつまみ生育

していて，この場所がどのように成立したのかが興味

深い.

この日の調査では，ミツモトソウ，ヒッコ リー，オ

オサ トメシダ，ミヤマメシダ，オオヒナノウスツボ，

コウモリカズラ等がこの調査地のみの植物として記録

された.出現植物種数は 251種，採集は 76種であった.

⑤苗代山

苗代山(539m)は，大和沢川の枝沢である西側の尾神

沢と ，東側の中泊沢に挟まれた山である .山頂から南

に続く尾根は，途中毛無山 (792m)や西股山(954m)な

どのピークとなり ，秋田県堺の三ッ森(949m)まで続く .

調査は 8月 22 日，座頭石にある神社の裏側， 標高

250m付近からスタートし，出現種を記録しながら頂

上まで登った.下部はスギ植林 ・ミズナラ林から，標

高 350m位になるとブナが出現し頂上まで続く .所々

でヒノキアスナロが小群生する.ここでは，それまで

の川沿いの調査では見られなかったアオハ リガネワラ

ビ，アカミノ イヌツゲ，アクシパ，アズキナシ，ジン

バイソウ，ジンヨウイチヤクソウ，タムシパ，ナツハ

ゼ，フッキソウ，ムラサキヤシオ，タカノツメ， ミヤ

日
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マウズラ，ミヤマママコナなどの森林性の種類が見ら

れ，出現植物類数は 194種，採集種数は 41種であった.

⑥久渡寺山

久渡寺山(663m)は， 1969年に全山が 「子どもの森」

として整備され，毎年多くの人々が利用する 山である.

調査は 9月 26日に行い，標高約 230mの登山口から遊

歩道沿いに標高約 500mまで記録をとった.

登山口からの低山部はミズナラ林が中心だが，途中

標高 300mほどの小尾根まで来ると ，やや平坦なスギ

植林地となり ，所々にカラマツ， ドイ ツトウ ヒも交じ

って，ゆるやかな登りがしばらく続く .標高 400mを

超える頃から勾配が増し，ミズナラ，ブナにスギの植

林も加わる，まだらな植生となっている.

9月の末ということで，イ ヌタデ，ハナタデ¥サラ

シナショウマ，ナギナタコウジュ，ヤクシソウなどが

開花していて，出現植物種数は 233種，そのうち 20種

を採集した.

(2 )帰化率とシダ係数による考察

1 )帰化率

人間の活動が植物相に及ぼす影響の指標と して帰化

率がある .帰化率はその場所の全植物種数に占める帰

化植物の割合のことで，数値が高いほど都市化が進ん

でいると言える.

そこで，今回の調査で対象となった 6か所と全体の

帰化率を求めてみたところ，表 lのようになった.

比較のため青森県全体の帰化率を求めると 22.6%で

あり(データは新青森県植物目録(細井，2018)を使用)， 

それと 比べてかなり低めであり ，調査地全体として自

然度は高いと言える.そのなかで，⑤の 1.5%と⑥の 5.6

%に大きな違いがあり ，苗代山に比べて久渡寺山には

より多くの人々が訪れていることが，数値からも裏付

けられる.

2) シダ係数

シダ係数とは， 生活型(Life form)を提唱したラウン

ケル(ChristenRau出 iar1860-1938)が提起した係数で，

フロラ(植物梱)の高温多湿性を比較するもの(生物学事

典(巌佐他， 2013)) であり，その土地の気候条件を植

物がどのように受け取っているかの指標となる.

係数の出し方は，種子植物種数を A，シダ植物種数

を B とし， (B X 25)/A の値である(世界全体の平均

基準で B/Aが 1/お となることを根拠とし， 世界全体の

シダ係数 l.0を基準とする).北海道 l.6，本州、I2.1， 九

州 3.1， 屋久島 5.3であり ，一般に南ほど高く，海洋島
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で高率になる.

今回の 6地点の値は，表 2のようであった.

これらの値は，屋久島ほど高くはないが，ほぼ九州|

の値かそれより高いところもあり，調査地域は全体と

して多湿な条件下にあることがシダ係数でも示された

と言える.

2 植生調査

調査地は作沢川，大和沢川，尾神沢の上流地域であ

る.調査日は記述順に 2018年 7月 4日， 2018年 8月 8

日， 2018年 8月 22日である.作沢川と大和沢川では

林道及び林道周辺で，尾神沢では座頭石から首代山に

向かう登山道周辺でそれぞれ調査を行った.そのため，

山麓に発達する植物群落についての植生調査資料は百

代山だけだった.調査範囲内にはキタゴヨウが生育す

る尾根，ヤナギ類を優占種とする河辺なども確認でき

たが，今回は植生調査資料を収集することはできなか

った.得た植生調査資料は 19個である.それぞれの調

査地点は GPSに記録した

調査は Braun-Blanquet(1964)の全推定法に従い，調査

枠内に出現するシダ植物以上の高等植物を階層別に被

度 ・群度を用いて記録した.階層は草本群落では第 1

草本層，第 2草木層，森林群落では高木層，亜高木層，

低木層， 草本属を基準とした.同時に，各階層の高さ

・植被率， 土壌の有無や湿り 気， 日当たり ，地形と の

関係，高度，そして斜面に発達している場合には斜面

の向きや傾斜なども記録した.

得た植生調査資料は室内で表操作を行い，植林も入

れ，草本群落 6個，木本群落 7個の計 13個の植物群落

に区分できた.この調査は白神山地と八印国連峰に挟

まれる地域の自然の特徴を明らかにし， 3か年計画の

調査とされている.そのため最終報告は 3年目に行わ

れることから，今回は簡易な説明にとどめている.以

下に区分できた植物群落について記述する.なお，組

成表の学名と和名には植物目録と一致しない種もある.

( 1 ) フクロシダ群落(表 1- 1) 

この群落は作沢川沿いの日陰地の切り立った露岩上

に発達 していた.群落区分種はフクロシダである.露

頭は湿性ではなく， 空気の流れの良好な立地である.

露頭にはコケ植物も生育していたが，群落内には維管

束植物としてはフクロシダと倭小のホソパナライシダ

だけが生育しており 組成的には極めて貧弱だった.

40 

(2 )ヨシススキ群落(表 1- 2) 

この群落は作沢川沿いの林道脇に見られた.群落区

分種はヨシである.群落高は 170cmだった.群落が発

達 していた道路脇には土壌が掘り返されたような撹乱

の痕跡が残っていた.また，沢に向かい緩やかな傾斜

となっていたことから，降雨が集まりやすい場所とい

える.群落内にはヨシ，ススキ，コヌカグサが生育し

ており，ヨシの被度 ・群度が圧倒的に高かった.

(3 )ナルコスゲ群落(表 1- 3) 

この群落は大和沢川の流水内に散在する大小の礁の

上や川岸の岩盤上に発達していた.そこは調査時には

水面から飛び出していたが，増水時には明らかに冠水

するような場所である.群落高は 20CIllほどで調査時に

はナルコスゲの果穂、は見られなかった.群落区分種は

ナルコスゲ，オニシモツケ，ネコノメソウである.区

分種のオニシモツケをはじめ，生育しているアキタブ

キ，ウワパミソウなどは草丈 20cm以下で，通常の大き

さに比べると非常に小さかった.この群落では叢生す

るナルコスゲの株元に破砕された葉や樹皮などの有機

物や川砂が薄くたまっていた.

写真 3 ナルコスゲ群落(大和沢川)

(4 )アズマナルコスゲ クサイ群落(表 1-4) 

この群落は作沢川の林道脇に発達していた.そこは

かつて駐車場あるいは広場として使用されていたと思

われる平坦地の縁にあたり ，踏圧の痕跡が残っている

湿性立地である.群落区分種はアズ、マナルコスゲ，ク

サイ，キツネノボタン，アカパナ，イ，コウガイゼキ

ショウ，シロツメクサ，アキノウナギツカミである.

群落高は 35cmで、ある.群落内にはアイパソウ，コブナ

グサなども生育しており ，人里周辺で見かける，踏圧

などの人為撹乱を継続的に受けている，水深の浅い，

沼沢地脇の立地と似ていた.

( 5 )オオヨモギ オシマオトギリ群落(表 1-5) 

この群落は大和沢川沿いの林道脇の路肩に発達して

いた.立地は湿性気味で，群落内には直径 10CIll前後の

移動性の離が多くみられた.群落の区分種はオオヨモ

ギ，ヤマブキショウマ，オシマオトギリ，ノコンギク

である.出現種数は 27種で，今回区分できた他の群落
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に比べ多い

( 6 )オオイタドリーアカソ群落(表 1-6) 

この群落は作沢川沿いの林道わきに発達していた.

群落区分種はオオイタドリ，アカソ，ウドである.群

落は明らかに 2層構造をしており ，第 l草本層は高さ

300 CIDのオオイタドリ，第 2草本層はサカゲイノデ，

ジュウモンジシダなどの大型シダ植物の勢力が強い.

発達立地は崩れやすい不安定な傾斜地だ、った.

(7)タニウツギーヤマブキショウマ群落(表 2- 1) 

この群落は大和沢川沿いの林道に面した雪崩斜面に

発達していた.そこは東向き斜面で傾斜 38
0

だった.

群落区分種はタニウツギ，ヤマブキショウマ， ミツバ

アケビである.タニウツギとヤマブキショウマはオオ

ヨモギ オシマオ トギリ群落にも生育するが，その群

落に比べると本群落では多くの木本類が出現している

ことから別群落として扱った.

( 8 )サワグルミ ジュウモンジシダ群落(表 2- 2) 

この群落は作沢川 と大和沢川の川岸や渓谷斜面など

に発達していた.群落区分種はサワグルミ ，リョウメ

ンシダである.高木層は高さ 21'""'-' 28 m，植被率 90'""'-' 

95 %でサワグルミが優占種である.亜高木層は高さ 10

'""'-' 12 m，植被率 5%で非常に弱い.低木層は高さ1.5

'""'-' 3m，植被率 5'""'-' 50%でアブラチャン，オオパクロ

モジ，ウリノ キなどが生育 している. 草本層は高さ 80
!:!e"' )./そ';_. ~~'，

写真 4 サワクマルミ ジュウモンジシダ群落の外観 (大和沢川)

写真 5 サワ クソレミ ジュウモンジシダ群落の林床 (大和沢川)

'""'-' 100 CID，植被率 70'""'-' 100%でリョウメンシダ，ジュ
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ウモンジシダなどの大型シダ植物の勢力が強いほか，

ムカゴイラクサなどが生育していた.林床には 20'""'-'30 

CID大の礁が多く見られ，崩落的だった.作沢川で確認

できた調査資料の 1つで、は樹幹が地這性を呈 したヤマ

モミジの優占群落となっていた。

(9 ) ヒパーオオパクロモジ群落(表 2- 3) 

この群落は苗代山と大和沢川で確認できた.この群

落と次のブナーオオパクロモジ群落とは種組成による

明確な区分が難しかったが，高木層の優占種が違うこ

と，及びこの群落ではブナ オオパクロモジ群落の区

分種とした種群を欠く傾向のあることで区分すること

にした.高木層は高さ20'""'-'26 m，植被率 90'""'-'95 % 

で圧倒的にヒパが優占種である.亜高木層は大和沢川

の資料では欠けており，同層を確認できる首代山の資

料でも高さ 14m，植被率 5%であることから，同層は

非常に弱し、といえる.低木層は高さ 2.5'""'-' 3 m，植被

率 2'""'-'20 %でオオパクロモジ，ヒパが確認できた.草

木層は高さ 100CID，植被率 15'""'-' 35 %でゴ トウヅル，

ミゾシダが生育していた.

写真 6 ヒパ オオパクロモジ群落の林床(苗代山)

(10) ブナ オオパクロモジ群落(表 2-4) 

この群落は苗代山で確認できた.群落区分種はブナ，

ホツツジ，マイヅノレソウ，アクシパ，タムシパである.

区分種とした種群のうちブナ以外の被度 ・群度は共に

非常に低かった.登山道沿いのこの群落では通常，山

岳域の多くのブナ林の林床を覆うチシマザ、サが確認で、

きなかった.高木層は高さ 9'""'-'20 m，植被率 85'""'-' 95 

%でブナが優占種である.亜高木層は 1つの資料では

欠如していたが，高さ 7m，植被率 10%でヒパ，オオ

パクロモジが生育していた.低木層は高さ 2'""'-'4 m， 

植被率 30'""'-'50 %でオオバクロモジ，ハウチワカエデ，

アカミノイヌツゲ，ホツツジが生育 していた.草本層

は高さ 100CID，植被率 30'""'-'40 %でオオカメノキ，ツ

ノレシキミ，ツルア リドオシ，マイヅルソウが生育して

いた.群落区分種にしたホツツジ，アクシパなどのツ

ツジ科植物やアカミノ イヌツゲの生育などから，この

群落は比較的乾性的な立地に発達しているものと考え

られる.
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写真 7 ブナ オオパクロモジ群落の林床(苗代山)

(11 ) ミズナラーウダイカンバ群落(表 2-5) 

この群落は苗代山で確認できた.群落区分種はウダ

イカンパ，ハイイヌガヤ，クリ，ホオノキ，ベニイタ

ヤである.高木層は高さ 17"-' 28 m，植被率 90"-' 95 

%でウダイカンパ， ミズナラ，クリが生育している.

亜高木層は高さ 10"-'14 m，植被率 5"-'15 %でハウチ

ワカエデ、が生育している.低木層は高さ 2m，植被率 15

"-'40%でオオカメノキ，ハイイヌガヤの勢力が強い.

草本層は高さ 100cm，植被率 30"-'40 %でヒメアオキ，

ツルシキミが生育している.こ の群落ではオオカメノ

キ，ノリウツギ，ヒメアオキ， ミズナラ，ハウチワカ

エデ，ツルシキミなどの木本類をヒパーオオパクロモ

ジ群落及びブナ オオパクロモジ群落と共有している.

( 12) アカマツ ヤマツツジ群落(表 2-6) 

この群落は苗代山で確認できた.苗代山への登山口

の起点にあたる座頭石周辺にはアカマツを優占種とす

る林が随所に形成されている.その林が自然林なのか

植林なのかの判断は難しいが，ここでは群落として扱

った.種組成的にはミズナラーウダイカンパ群落と類

似しているが，この群落ではアカマツが出現しウダイ

カンバを含まないことで区分した.群落区分種はアカ

写真 8 アカマツ ヤマツツジ群落の林床(苗代山)

マツである .立地は母岩が露出しており ，乾性的であ

る.高木層は高さ 29m，植被率 90%でアカマツが優

占種である.亜高木層は高さ 7m，植被率 5%で非常
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に弱い.低木層は高さ 3m，植被率 20%でオオバクロ

モジ， リョウブ， マルバマンサクが生育している.草

木層は高さ 100cm，植被率 50%でチゴ、ユリが生育して

いる.

( 13) スギ植林(表 2-7) 

植生調査資料は大和沢川と苗代山で得た.調査地域

では広範囲にスギの植林が発達している .高木層は高

さ24"-'30 m，植被率 75"-'80 %で通直なスギが認め

られる .亜高木層は苗代山では確認できなかったが，

大和沢川でも高さ 11m，植被率 3%と非常に低かった.

低木層は高さ 2.5"-'3 m，植被率 15"-' 50 %でオオバ

クロモジ，マルバマンサクなどが生育していた.草木

層は高さ 100cm，植被率 20"-'85 %で大和沢川ではリ

ョウメンシダ，ジュウモンジシダ，オシダなどの大型

シダ植物が優占種となる一方，苗代山ではウワバミソ

ウが優占種となっていた.いずれにせよ，問調査地と

も管理の行き届いたスギ植林地だった.

写真 9 スギ植林の林床(大和沢川)

3 維管束植物目録

この目録には，今年度の調査で採集または 目視確認

したシダ植物及び種子植物をまとめた.掲載数はシダ

植物 16科 52種(亜種，変種，品種，雑種を含む)，種

子植物 100科 461種(亜種，変種，品種，雑種を含む)

の合計 116科 513種(亜種，変種，品種，雑種を含む)

であり，未整理(未同定)のものは除外しである.

分類体系と科の配列及び学名，和名については，基

本的に 「植 物 和名 学名インデックス YListJ

(http://ylist.intoん2018.10参照)に準拠した.ただし，

被子植物の配列は APGN (APG，2016)を用いるなど，

最新と思われる体系に変えたものがある .また，紙面

の都合で命名者名は省いた.

リストは I学名，和名，分布量，調査地点の記号と

標本の有無」を示 した.

(例)侍menophyllumwr恕htuコケシノブ (B)S*TO* 

この場合， (B)は細井幸兵衛 (2018) にある分布量を

示している.分布量の記号が示す内容は下記のとおり .

(VR):極希産種 (N) :帰化植物

(A) :希産種 (E) :逸出植物
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表 1 草本群落の組成表

1 フク口シダ群落 2 ヨシ ーススキ群落 3 :ナルコスゲ群落

5 オオヨモギ オシマオトギリ 群落 6 オオイタドリ アカソ群落

|1  I 2 I 3 I 4 I 5 I 6 

4 2 10 1 11 6 

作沢 作沢大和沢作沢 大和沢 作沢

S4 S2 04 Sl 05 S6 

897 895 1023 894 1020 898 

18 18 18 18 18 18 

7*4 7*4 8*8 7*4 8*8 7*4 

316 261 239 263 255 322 

E30N N30E 一一 E40N

90 30 ー 28

44 4 4 8  6 

* 170 ー 300

100 90 
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3 5 13 27 12 

4 アズマナルコスゲ クサイ群落

n
u
R
d

〉
一

内

d

p

b

，
4

群落番号

元番号

場所

地域ごと番号

GPS 

年

月日

海抜 (m)

斜面の向き

傾斜 (0) 

調査面積

第1草本層 (cm) 

第1草本層 (%)

第2草本層 (cm) 

第2草本層 (%)

出現種数

1

i

1

i

1

i

1

i

t

i

-

-

1

i

円/』

t

i

-

-

1

i

1

i

1

i

1

i

1

i

1

i

1

i

円ノ」

1

i

1

i

q

J

n
，J

内，

J

円
ノ
』
門
ノ
』
ハ
ノ
』

1

i

1

i

1

i

1

i

1

i

1

i

1

i

t

-

-

i

1

i

1

i

1

i

フク口シ夕、、

ヨシ

ナルコスゲ

オニシモツケ

ネコノメソウ

アズマナルコスゲ

クサイ

キツネノボタン

アカパナ

イ

コウガイゼ、キシ ョウ

シ口ツメクサ

アキノウナギツカミ

オオヨモギ

ヤマブキショウマ

オシマオトギリ

ノコンギク

オオイタドリ

アカソ

ウド

アキタブキ

ウワノくミソウ

コヌカグサ

サカゲイノデ

ヒメシダ

コブナグサ

タニウツギ

ジュウモンジシ夕、、

ミヤマイラクサ

ムカゴイラクサ

ホソパナライシ夕、

ミゾシダ

オニドコロ

キタササガヤ

ワラビ

アイノてソウ

アマニュウ

イヌ卜ウノてナ

+ 

+ 

43 

+ 

+.2 

+ 4・4

+.2 

+ 

+・ 2

2・3

+ 

+ 

+ 

+・2

+ 

1・2

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

2・3

2・3

2・2

1・2

1・2

+.2 

+.2 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 
1 . 2 

+ 

Woodsia manchuriensis 

Phragmites austra/is 

Carex curvico//is 

Fi/ipendu/a camtschatica 

Chrysosp/enium grayanum 

Carex shimidzensis 

)uncus tenuis 

Ranuncu/us si/erifo/ius var. g/aber 

Epi/obium pyrrich%phum 

)uncus decipiens 

)uncus prismatocarpus su bsp. /eschenau/tii 

Trifo/ium repens 

Persicaria sagittata var. sibirica 

Artemisia montana 

Aruncus dioicus var. kamtschaticus 

Hypericum vu/canicum 
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Fa//opia sacha/inensis 

Boehmeria si/vestrii 

Ara/ia cordata 

Petasites japonicus subsp. giganteus 
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Agrostis gigantea 
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The!ypteris pa/ustris 

Arthraxon hispidus 

Weige/a hortensis 

Po!ystichum tripteron 

Laportea cuspidata 

Laportea bu/bifera 

Arachniodes borea/is 

The!ypteris pozoi subsp. mo//issima 

Dioscorea tokoro 

Leptatherum japonicum var. borea/e 

Pteridium aqui/inum もubsp.japonicum 

Scirpus wichurae 

Ange/ica edu/is 

C/inopodium micranthum var. micranthum 
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ブナ オオバクロモジ群落

オオチドメ

オドリコソウ

オノエヤナギ

カキドオシ

力ラハナソウ

コナスビ

ススキ

ツボスミレ

ホドイモ

ミズタマソウ

ミツノ〈

ミヤマネズミガヤ

イヌドウナ

表 2 木本群落の組成表

1 タニウツギ ヤマブキシ ョウマ群落 2 サワグルミ ジュウモンジシダ群落

ミズナラ ーウダイカンバ群落 6 :アカマツ ーヤマツツジ群落 7 スギ植林

| 1 1 2 3 4 5 1 6 1 7 

12 5 9 3 8 16 17 18 19 15 14 7 13 

大和沢作沢 大和沢作沢 大和沢苗代山苗代山苗代山苗代山苗代山苗代山大和沢苗代山
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Weige/a hortensis 

Aruncus dioicus var. kamtschaticus 

Akebia trifo/iata 
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Thujopsis do/abrata var. hondae 

Fagus crenata 

EI/iottia panicu/ata 

Maianthemum di/atatum 

Vaccinium japonicum 

Magno/ia sa/icifo/ia 

Betu/a maximowicziana 

Cepha/otaxus harringtonia var. nana 

Castanea crenata 

Magno/ia obovata 

Acer pictum subsp‘ maym 

Pinus densiflora 

Cryptomeria japonica 

Acer amoenum var. matsumurae 

Dryopteris crassirhizoma 

Po/ystichum tripteron 

Po/ystichum retrosopa/eaceum 



青森県中南津軽地域の植物 (1 ) 

『

以

内

J

1

u

q

d

q

d

O

0

0

0

0

0

0

0

マ
I

R

U

A

斗

A斗

1

u

n

u

p

b

p

b

r

D

に
J

に
J

に
J

R

U

F

h

u

R

u

k

J

K

J

K

J

K

J

K

J

A

U
寸

A斗

A斗

AU寸

A斗

q
u
q
以
内
ペ
以
勺
3
1
u
q
d
q
d
n
d
n
d
q
d
q
d
q
u
q
u
q
u
勺
3
1
d
1
u
?
」
?
」
?
」
?
ι
η
t
q
L
ペ
L
n
ノ
」
今
/
」
今
/
」
今
/
-
勺
/
-
?
」
?
」

噌
E
4

ミヤマイラクサ

ムカゴイラクサ

トチノキ

ミヤマカンスゲ

アフ、ラチャン

オオカメノキ

ノリウツギ

ヒメアオキ

ミズナラ

ハウチワカエデ

ツルシキミ

ツルアリドオシ

ヒメモチ

アカミノイヌツゲ

オオパクロモジ

ホソバナライシ夕、

コシアフラ

ツタウルシ

キブシ

ゴトウヅル

ツルウメモドキ

ヤマブドウ

ウリハ夕、カエデ

ウワミズザクラ

チゴユ リ

リョウフや

シシガシラ

ミヤマイタチシダ

ヤマウルシ

ナナカマド

イワガ、ラミ

マルバアオダモ

マルバマンサク

ムラサキシキブ

トリアシショウマ

ノタ会フジ

ヤグルマソウ

ウワノfミソウ

エンレイソウ

コタニワタリ

ニワトコ

ミゾシダ

ツクノfネソウ

セ、ンマイ

ガマズミ

ヤマイヌワラビ

タチシオデ

ミネカエデ

ツノレリンドウ

カスミサ合クラ

ツノハシバミ

アキタブキ

イヌガfンソク

エゾアジサイ

オクノカンスゲ

サルナシ

クサソテツ

コンロンソウ

ミヤマニガウリ

オニグルミ

ウリノキ

ミズキ

クサギ
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Laportea cuspidata 

Laportea bulbifera 

Aesculus turbinata 

Car吉xmultifolia var. multifolia 

Lindera praecox 

Viburnum furcatum 

Hydrangea paniculata 

Aucuba japonica var‘ borealis 

Quercus crispula 

Acer japonicum 

Skimmia japonica var. intermedia 

Mitchella undulata 

Ilex leucoc!ada 

Ilex sugerokii var. brevipedunculata 

Lindera umbellata var. membranacea 

Arachniodes borealis 

Chengiopanax sciadophylloides 

Toxicodendron orientale 

Stachyurus praecox 

Hydrangea petiolaris 

Celastr出 orbiculatusvar‘ orbiculatus 

Vitis coignetiae 

Acer rufinerve 

Padus grayana 

Disporum smilacinum 

Clethra barbinervis 

Blechnum nipponicum 

Dryopteris sabae 

Toxicodendron trichocarpum 

Sorbus commixta 

Schizophragma hydrangeoides 

Fraxim凶 siebold，:呂 田

Hamamelis japonica var. discolor f. obtusata 

Callicarpa japonica 

Astilbe odontophylla 

Wisteria floribunda 

Rodgersia podophylla 

E1atostema involucratum 

Trillium apetalon 

Asplenium scolopendrium subsp. japonicum 

Sambucus racemosa subsp. sieboldiana 

The!ypteris pozoi subsp. mollissima 

Paris tetraphylla 

Osmunda japonica 

Viburnum dilatatum 

Athyrium vidalii 

Smilax nipponica 

Acer tschonoskii 

Tripterospermum japonicum 

Cerasus leveilleana 

Corylus sieboldiana var. sieboldiana 

Petasites japonicus subsp. giganteus 

Pentarhizidium orientale 

Hydrangea serrata var. yesoensis 

Carex foliosissima 

Actinidia arguta 

Matteuccia struthiopteris 

Cardamine leucantha 

Schizopepon bryoniifolius 

Juglans mandshurica var. sachalinensis 

Alangium platanifol.札Jmvar. trilobatum 

Cornus controversa 

Clerodendrum trichotomum 

Deparia pycnosora 

Boehmeria silvestrii 
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マツブサ

カラクサイヌワラビ

スミレサイシン

オニドコロ

ウゴツクノてネウツギ

ミヤマナルコユリ

エソユズリハ

ヤマツツジ

ミヤマガマズミ

ヒ口パスゲ

サルトリイバラ

ハ工ドクソウ

モミジイチゴ

ホソバシケシダ

ヤマグワ

クジャクシタや

サワハコベ

イワガネセゃンマイ

オオハナウド

コマユミ

トチパニンジン

ヤマソテツ

アオハダ

コミネカエデ

ハクウンボク

ムラサキヤシオ

アズキナシ

オオパスノキ

カクミノスノキ

ジンヨウイチヤクソウ

ミヤマママコナ

ミヤマイボタ

イチヤクソウ

キタコブシ

シウリサゃクラ

ヒメカンスゲ

タニタデ

アマチャツル

ウマノミツバ

キツリフネ

キヨタキシタや

ニガクサ

ノフゃドウ

ヒトリシズカ

ルイヨウボタン

ワラビ

キタササガヤ

アオダモ

アキノキリンソウ

オオヤマザクラ

オカトラノオ

オトコエシ

クマイザサ

スゲsp.l

タチツボスミレ

ヌルデ

ハイイヌツゲ

ハリギリ

ヒヨドリノfナ

ミチノクホンモンジスゲ

ミヤマウズラ

ヤマカモジグサ

ヤマハギ

+ 

ハノ

ι

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+
 

+
 

+ 

+

+

+

+

+

+

 

+

+

+

 

+ . 2 

+ 

+ 

+ 

十

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+

+

+

 

+

+

+

+

 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ . 2 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+

+

+

 

3・3

+ 

+ 

+ 

46 

1 . 2 

+ 

+ 

+ 

+ . 2 

+ 

Schisandra repanda 

Athyrium clivico/a 

Vio/a vaginata 

Dioscorea tokoro 

Abe/ia spathu/ata var. stenophy//a 

Po!ygonatum /asianthum 

Daphniphy//um macropodum subsp‘humi/e 

Rhododendron kaempferi var. kaempfen 

Viburnum wrightii 

Carex insan泊'evar. insaniae 

Smi/ax china 

Phryma /eptostachya subsp. asiatica 

Rubus pa/matus var. coptophy//us 

Deparia coni/ii 

Morus austra/is 

Adiantum pedatum 

Ste//aria diversif/ora 

Coniogramme intermedia 

Herad丘um/anatum var. /anatum 

Euonymus a/atus var. a/atus f. striatus 

Panax japonicus 

P/agiogyria matsumurana 

//ex macropoda 

Acer micranthum 

Styrax obassia 

Rhododendron a/brechtii 

Aria a/nifo/ia 

Vaccinium sma//ii var‘ sma//ii 

Vaccinium hirtum var. pubescens 

Pyro/a renifo/ia 

Me/ampyrum /axum var. nikkoense 

Ligustrum tschonoskii 

Pyro/a japonica 

Magno/ia kobus var. borea/is 

Padus ssiori 

Carex conica 

Circaea erubescens 

Gynostemma pentaphy//um 

Sanicu/a chinensis 

/mpatiens no/i-tangere 

Dip/azium squamigerum 

Teucrium japonicum 

Ampe/opsis g/andu/osa var. heterophy//a 

Ch/oranthus quadrifo/ius 

Cau/ophy//um robustum 

Pteridium aqui/inum subsp. japonicum 

Leptatherum japonicum var. borea/e 

Fraxinus /anuginosa f. serrata 

So/idago virgaurea subsp. asiatica 

Cerasus sargentil 

Lysimachia clethroides 

Patrinia vi//osa 

Sasa senanensis 

Carex sp.l 

Vio/a grypoceras var. grypoceras 

Rhus javanica var. chinensis 

//ex crenata var. radicans 

Ka/opanax septem/obus 

Eupatorium makinoi 

Carex stenostachys var. cuneata 

Goodyera sch/echtenda/iana 

Brachypodium号y/vaticum

Lespedeza bic%r 
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(B) :分布が中庸な種 (p) :植栽，栽培

(C) :普通種

続くアルファベットの記号は， 生育の確認場所を示す.

それぞれ， S:作沢川， M:相馬)11，T欄内川， 0:大和沢

川， N:苗代山， K:久渡寺山をあらわしている.記号の

右肩に*を付しているのは，その場所の標本があること

を示す. (例)の場合では，作沢川と 大和沢川の標本が

あり，欄内川では 目視確認をしたことを示 している.

PTERDOPHYTA シダ植物

Lyciopodiaceae ヒカゲノカズラ科

Huperzia serrataトウゲシノ"(C)TON 

Lycopodium clavatum var. clavatum ヒカゲノカズラ (B)

T* 

Equisetaceae トクサ科

Equisetum α仰 ense王αrvenseスギナ(C)SMTOK

Ophioglossaceae ハナヤスリ科

Boftアchiummultifzdum var. robustumエゾフユノハナワ

ラビ (C)NK

Botrアchiumstictumナガホノナツノハナワラビ(B)M*

Osmundaceae ゼンマイ科

Osmunaαjα!ponica ゼンマイ (C)SMTONK

Hymenophyllaceae コケシノブ科

Crepidomanes minutumウチワゴケ (VR)S* 

Hymenophyllum barbatumコウヤコケシノブ (A)S* 

fかmenophyllumwrightiiコケシノブ (B)S*TO* 

Plagiogyriaceae キジノオシダ科

Plagiogyriαmatsumuranaヤマソテツ (C)ST 

Dennstaedtiaceaeコパノイシカグマ科

Dennstαedtia hirsutαイヌシダ (B)S 

Pteridium αquilinum subsp. jα!ponzcum ワラビ (C)

SMTNK 

Pteridaceae イノモトソウ科

Adiantum pedatumクジャクシダ (C)SMTOK 

Coniogramme intermediaイワガネゼンマイ (B)ST*K 

Aspelniaceae チャセンシダ科

Asplenium incisumトラノオシダ (C)MTNK*

Asplenium scolopendriumコタニワタリ (C)SMTOK

Thelypteridaceae ヒメシダ科

Thelypteris japonicaハリガネワラビ (A)N

Thelypteris japonica王viridescensアオノ¥リガネワラビ

(B)N 

Thelypteris musashiensisイワハリガネワラビ (A)S* 

Theかpterispαlustrisヒメシダ (C)S

Thelypteris pozoi subsp. mollissimα ミゾシダ (C)

SMTONK 

W oodsiaceae イワデンダ科

Woodsia manchuriensisフクロシダ (B)S* 

Woodsia polystichoidesイワデンダ (C)S*M* 

Onocleaceae コウヤワラビ科

ウ
i

A
斗
A

Mαtteuccia struthiopterisクサソテツ (C)SMTOK

Onoclea sensibilis var. interruptaコウヤワラビ (C)O*

Pentarhizidium orientaleイヌガンソク (C)SMTONK

Blechnaceae シシガシラ科

Blechnum amabileオサシ夕、、 (B)S 

Blechnum nipponicumシシガシラ (C)SMTONK

Athyriaceae メシダ科

Athylium clovicolaカラクサイヌワラビ (B)SMTONK

Athylium melanolepisミヤマメシダ (B)O

Athylium vidaliiヤマイヌワラビ (C)SM*T*O*N*K* 

Athylium yokoscenseヘビノネゴザ (C)S*MT*O*NK 

Athyrium deltoid，併onsサトメシダ (C)S*M*TO*N*K 

Athyrium X multifzdumオオサトメシ夕、、 (C)O

Cornopteris crenulatoserrulata イッポンワラビ (C)

SM*NK* 

Deparia coniliiホソパシケシダ (C)SMTONK

Deparia japonicaシケシダ (B)TN*

Deparia mucilaginαウスゲミヤマシケシダ (B)S*OK 

Deparia ptrorachisオオメシダ (B)O*K 

Deparia pycnosorαミヤマシケシ夕、、 (C)SM*ON 

D伊laziumsquamigerumキヨタキシダ (C)S*K 

Dryopteridaceae オシダ科

Polystichum retrosopaleaceum サカゲイノデ ( C) 

S*MTO*NK 

Polystichum tripteron ジュウモンジシダ (C)SMTONK 

Arachniodes muticaシノブカグマ (B)S*T*N 

Arachniodes standishiiリョウメンシダ (C)SMTNK

Dryopteris crassirhizomαオシダ(C)SMTONK

Dryopteris monticolaミヤマベニシダ (C)SMTO 

Dryopteris sαbaeiミヤマイタチシダ (C)S*MT*ONK 

Dryopteris sαx~向gα イワイタチシダ (B) S* 

Arachniodes boreαlis ホソパナライシダ ( C) 

SM*T*O*NK* 

Polypodaceae ウラボシ科

Pleurosoriopsis makinoiカラクサシダ (A)S 

GIMNOSPERMAE 裸子植物

Pinaceae マツ科

Larix初empferiカラマツ (P)NK

Piceααbiesドイツトウヒ (p)OK* 

Pinus densifloraアカマツ (A)ON

Pinus pαrviflora var. pentα!phyllαキタゴヨウ (B)SO 

Cupressaceae ヒノキ科

Cryptomeria jα!ponicaスギ(P)SMTONK

Ch仰 wecyparispisiferaサワラ (P)M*

Thuja standishiiネズコ (B)S

Thujopsis dolabrata var. hondae ヒノキアスナロ(C)

SMT*ONK 

Taxaceae イチイ科

Cephalotaxus harringtonia var. nanα ハイイヌガヤ (C)
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SMTONK 

ANGIOSPERM 被子植物

[Basal angiosperms 基部被子植物】

Schisandraceae マップサ科

Schisandra repandaマツブサ (C)MTONK

【※ Mesangiospermae 主要被子植物】

Chloranthaceae センリョウ科

Chloranthus quαdrifoliusヒトリシズカ (C)SMK 

< Magnoliids モクレン類>

Saururaceae ドクダミ科

Houttuynia cordatαドクダミ (C)MO

Aristolochiaceae ウマノスズクサ科

Asarum tohokuenseトウゴクサイシン(C)K

Magnoliaceae モクレン科

Magnolia kobus var. boreαlisキタコブシ(C)M*T

Magnolia obovataホオノキ (C)SMTONK

Magnolia salicifoliαタムシパ (B)N*

Lauraceae クスノキ科

Lindera praecox var. pubescens ケアブラチャン (B)

M*O*N*K 

Lindera umbellataオオパクロモジ(C)SMTO*NK

< Monocots 単子葉類>

Araceae サトイモ科

Arisaemαthunbergii subsp. urashimαウラシマソウ (B)O

Arisaema peninsulae コウライテンナンショウ(C) 

SMTONK 

Dioscoreaceae ヤマノイモ科

Dioscorea japonicαヤマノイモ (C)SMTN

Dioscoreαnipponicαウチワドコロ (B)M*O*K

Dioscorea tokoroオニドコロ (C)SMTO*N*K 

Melanthiaceae シュロソウ(メランチウム)科

Paris tetraphyllαツクノくネソウ (C)SNK 

Trillium apeωlonエンレイソウ (C)SMTONK

Colchicaceae イヌサフラン科

Disporum sessileホウチャクソウ (C)TK

Di.宅porumsmilαcinumチゴ、ユリ (C)MTN*K

Smilacaceae サルトリイバラ科

Smilax chinaサノレトリイバラ (C)NK

Smilax nipponicaタチシオデ(C)N*K

Smilax r伊ariaシオデ(B)MTO*NK

Lilliaceae ユリ科

Cardiocrinum cordatum var. glehnii オオウパユリ (C)

SMTON 

Lilium medeoloidesクノレマユリ (C)STON* 

Tricyrtis affinisヤマジノホトトギス (C)N

Orchidaceae ラン科

Cαlanthe discolorエビネ (B)N

- 48 -

Goodyera戸liosαvar.laevisアケボノシュスラン (B)O

Goodyer，αschlechtend，αlianaミヤマウズラ (B)N

Lipαris kumokiriクモキリソウ (B)MTO

Platanthera jlm・entiiジンバイソウ (B)N*

Platanthera sachαlinensisオオヤマサギソウ (B)O

Spiranthes sinensis var. amoenaネジバナ (C)TO

Iridaceae アヤメ科

Sisyrinchium rosulatumニワゼキショウ (N)O

Asphodelaceae ツルボラン科

Hemerocallis fulva var.わvansoヤブカンゾウ (B)O

Amaryllidaceae ヒガンバナ科

Allium macrostemonノビノレ(C)M

Allium schoenoprasum var. foliosumアサツキ (C)M

Asparagaceae キジカクシ(クサスギカズラ)

科

Hosta sieboldiana var. gig，αnteaオオバギボウシ(B)O*

Hostαsieboldii var. rectifoliαタチギボウシ(C)N

Maianthemum dilatatumマイヅ';レソウ (C)NK

Maianthemum japonicumユキザサ(C)STN 

Polygonαtum lasianthum ミヤマナノレコユリ (C)M*ON*K

Commelinaceae ツユクサ科

Commelina communisツユクサ (C)MK

Zingiberaceaeショウガ科

Zingiber miogaミョウガ(P)M

Typhaceae ガマ科

Typhαdominigensisヒメガマ (B)M

Typhαlatifoliaガマ (C)SM

Juncaceae イグサ科

Juncus diαstrophanthus ヒロハノコウガイゼキショウ

(C) S*T*O 

Juncus prismatocα中山 subsp.leschenaultiiコウガイゼキ

ショウ (C)SM*T*O* 

Juncus tenuisクサイ (N)SMTO 

Luzula plumosαsubsp. plumosαヌカボシソウ (C)S*MT 

Cyperaceaeカヤツリグサ科

Carex nubigena subsp. albαtα ミノボロスゲ(C)S*M*TO 

Carex incisαカワラスゲ(C)SM*TO* 

Carex mαximowicziiゴウソ (C)S

Carex sadoensisサドスゲ(C)S*M* 

Carex shimidzensisアズマナルコ (C)S*M*T*O 

Carex insanieヒロパスゲ(C)SNK

Carex conicαヒメカンスゲ(C)SN 

Carex foliosissima var. foliosissimαオクノカンスゲ(C)

SM*O 

Carex leucocholorαvar. filiculmisイトアオスゲ(C)MT* 

Carex multifolia var. multifoliαミヤマカンスゲ(C)ST*

Carex stenostachys var. cuneαtα ミチノクホンモンジスゲ

(C)SM*K 

Carex blepharicarpαショウジョウスゲ(C)S

Carex curviocollisナルコスゲ(B)T 
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Carex japonicαヒゴクサ (C)S*M*T* 

Carex molliculaヒメシラスゲ(C)S*M*TON 

Carex miyabeiビロードスゲ(B)M*T*

Scirpus wichurae王wichurαeアイノくソウ (C) S*MT*O* 

Scirpus wichurae王concolorアブラガヤ (A)SM 

Poaceae イネ科

Sasa kurilensisチシマザサ (C)SMONK

Sωα megalophyllαオオパザサ (B)MOK

Sasapαlmata var. pαlmatαチマキザサ (B)M*

Sasa senanensis var. senanensisクマイザサ (C)SM*N*K

Sasa senanensis var. haraeミナカミザサ (B)K

Agrostis clavata var. nukaboヌカボ (C)ST*O 

Agrostis giganteαコヌカグサ (N)S*M*T*O* 

Anthoxanthum odoratum subsp. odoratumハノレガヤ (N)S 

Brachypodium sylvaticumヤマカモジグサ (C)M*O*N*K

Bromus remotiflorusキツネガヤ (B)M*T

Cαlamagrostis hakonensisヒメノガリヤス (C)MTONK

Cαlamagros tis pseudophragmitesホッスガヤ (A)S 

Dactylis glomeraωカモガヤ (N)SMT*K 

Glyceria ischyroneuraドジョウツナギ (C)SMT* 

Milium effusumイブキヌカボ (C)SM

Phalαris arundinαceα クサヨシ(B)S*M* 

Phleum pratenseオオアワガエリ (N)S*T 

Poa annuaスズメノカタビラ (C)S*M*TK 

Poa sphondylodesイチゴツナギ(VR)M*

Schedonorus phoenixオニウシノケグサ (N)S*M* 

Trisetum bifidumカニツリグサ (C)S*M* 

Muhlenbergiαcurviaristata var. ni1フljJonica ミヤマネズミ

ガヤ (C)T*OK 

Muhlenbergiαhuegeliiオオネズミガヤ (B)SM* 

Muhlenbergiαjaponicαネズミガヤ (B)M

Phragmites australisヨシ(C)S 

Phragmites japonicusツルヨシ(C)

Arthr，似 onhispidus var. hispidusコブナグサ (C)SMT*O* 

Digitaria violαscensアキメヒシパ (C)K

Echinochloa crus-galli var. crus-gαlliイヌビエ(C)T*

Leptatherum boreαle var. boreale キタササガヤ (B)

SM*T*O*K 

Microstegium vimineumアシボソ (C)MTONK

Miscanthus sinensisススキ (C)SMTONK

Oplismenus undulatifolius var. undulatifolius f. 

undulatifoliusケチヂミザサ (C)SM*O*K* 

Paspαlum thunbergiiスズメノヒエ (B)K

< Eudicots 真正双子葉類>

Papaveraceae ケシ科

Chelidonium mの'ussubsp.αszatzcumクサノオウ (C)S

Corydalis raddeanaナガミノツノレケマン(B)K

Macleyαcordataタケニグサ (C)MOK

Lardizabalaceae アケビ科
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Akebia X pentaphyllαゴヨウアケビ(A)T*

Akebia trifoliαtaミツバアケビ(C)SMTONK

Menispermaceae ツヅラフジ科

Menispermum dauricumコウモリカズ、ラ (A)O*

Berberidaceae メギ科

Epimedium koreαnumキノくナイカリソウ (C)TONK

Ranunculaceae キンポウゲ科

Aconitum j田中onicumsubsp. subcuneαtumオクトリカブト

(C)SMO 

Actαea asiaticαノレイヨウショウマ(C)K

Aquilegia buergeriana var. oxysepalaオオヤマオダマキ

(C)ST* 

Cimicifuga simplexサラシナショウマ (C)K

Clematis apiifolia var.α~piifoliα ボタンヅノレ (C)M*OK

Clemαtis st，αns var. sωnsクサボタン(C)MTN

Ranunculus japonicusウマノアシガタ (C)S*

Ranunculus silerifolius var. silerifoliusヤマキツネノボタ

ン(C)S*M*TK

Buxaceae ツゲ科

Pachysandra terminalisフッキソウ (B)N

Hamamelidaceae マンサク科

Hαmamelis japonica var. discolor f. obtusataマノレパマン

サク(C)SMT*ONK 

Cercidiphyllaceae カツラ科

Cercidiphyllum japonicumカツラ (C)SMTOK

Daphniphyllaceae ユズリハ科

Daphniphyllum macropodum subsp. humileエゾユズリハ

(C)T*NK 

Saxifragaceae ユキノシタ科

Astilbe odontophyllaトリ アシショウマ (C)SMTONK

Chrysosplenium grayanumネコノメソウ (B)SMT

Chrysosplenium ramosumマノレノミネコノメソウ (B)T*O* 

Rodgersia podophyllaヤグノレマソウ (C)SMTOK

Saxifraga fortuneiダイモンジソウ (B)SMO*

Crassulaceae ベンケイソウ科

Phedimus aizoon var. floribundusキリンソウ (C)M

Haloragaceae アリノトウグサ科

Haloragis micrαnthaアリノトウグサ (C)N

Vitaceae ブドウ科

Ampelopsis glandulosa var. heterophylla ノブドウ (C)

SMTONK 

Vitis flexuosa var. flexuosαサンカクヅノレ(C)ON* 

Vitis coignetiaeヤマブドウ (C)SMTNK

Fabaceae マメ科

Amphicarpaeαbracteαfαsubsp. edge下vorthiivar. japonica 

ヤブマメ (C)SMO

Apios fortunei ホドイモ (E)SM*T*O*K 

Hylodesmum podocarpum subsp. oxyphyllum var. 

jα'Ponzcumヌスビトハギ (C)SM*T*O*K 

Hylodesmum podocarpum subsp. oxyphyllum var. 
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mαndshuricumヤブノ¥ギ (C)SON* 

Kummerowia striαtα ヤノ¥ズ、ソウ (B)S 

Pueraria lobatαクズ、(C)SMONK

Lespedezαbicolor var. bicolorヤマノ¥ギ (C)SMN*K 

Lotus corniculatus var. japonicusミヤコグサ (B)T

Mωckia amu陀即日イヌエンジュ (C)ST

Robinia pseudoacaciaハリエンジュ (E)MTO*N

Robiniαpseudoacaciαf. inermis トゲナシハリエンジュ

(E)O 

Trifolium repensシロツメクサ (N)SMTOK

Wisteria florib閥均フジ(C)SMONK

Rhamnaceae クロウメモドキ科

Berchemia racemosaクマヤナギ (C)SMTONK

Hovenia dulcisケンポナシ(B)M*

Ulmaceae ニレ科

Ulmus davidiana var. japonicαハノレニレ(C)M

Ulmus 1αciniataオヒョウ (C)M*TK

Zelkova serratαケヤキ (C)M*OK

Cannabaceae アサ科

Humulus lupulus var. cordifoliusカラノ¥ナソウ (C)SMTO 

Humulus scandensカナムグラ (C)M

Moraceae クワ科

Broussonetiαkαzinokiヒメコウゾ (A)

Morus australisヤマグワ (C)SMTNK

Urticaceae イラクサ科

Boehmeriαsilvestriiアカソ (C)SMTOK

Elatostemαinvolucratumウワノミミソウ (C)SMT*O*K 

Hαtostemαlαetevirensヤマトキホコリ (B)O*K 

Laporteαbulbiferαムカゴイラクサ (C)SMTO*K 

Lαrportea cuspidataミヤマイラクサ (C)SMTOK

Pilea hαmaOl ミズ、(C)T*OK* 

Pilea pumilaアオミズ(C)OK

Rosaceae ノ〈ラ科

Agrimonia nipponicαヒメキンミズヒキ (C)N*K

Agrimonia pilosa var. jαrponicαキンミズヒキ (C)SMTOK

Aria alnifoliaアズキナシ(C)N*

Aruncus dioicus var. kamtschaticusヤマブキショウマ (C)

SMTNK 

Cerαsus leveilleanαカスミザクラ (C)MO*N*

Cerαsus sargentii var. sargentii オオヤマザクラ (C)

TONK 

Filipendulαcamtschαticaオニシモツケ (C)SMTO 

Geum aleppicumオオダイコンソウ (C)STO 

Geum japonicumダイコンソウ (C)SM*O 

Padus grayanaウワミズザクラ (C)SMTON*

Padus ssioriシウリザクラ (B)M*K

Potentilla centigranaヒメヘビイチゴ(C)S*MTONK

Potentilla cη'ptotaeniaeミツモトソウ (B)O*

Potentilla j均ynianαミツバッチグリ (C)O

Rosa mult所oraノイノくラ (C)SMO 
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Rubus crαtαegifoliusクマイチゴ(C)SM*TO* 

Rubus palmatus var. coptophyllus モミジイチゴ(C)

T*O*NK 

Rubus par叫foliusナワシロイチゴ(C)SM*O 

Rubus parvifolius 王 concolor アオナワシロイチゴ(B)

MO 

Rubus phoenicolasiusエビガライチゴ(B)SMK 

Sorbus commixtαナナカマド (VR)ST*NK 

Fagaceae ブナ科

Castαnea crenatαクリ (C)SMTNK

Fagus crenαω ブナ (C)STN*K 

Quercus crispuZαvar. crispuZαミズナラ (C)SM*TONK

Quercus serrataコナラ (C)M*O*N

Juglandaceae クルミ科

Carアαsp.ヒッコリー 0*

Juglans mandshuricαvar. sαchalinensisオニグケレミ (C)

SMTONK 

Pterocαryαrhoifoliaサワグルミ (C)S*M吋 OK

Betulaceae カバノキ科

Alnus inokumaeタニガワハンノキ (B)T 

Alnus japonicaハンノキ (C)S

Alnus pendulαヒメヤシャブシ(C)T

Alnus hirsuta var. sibiricαヤマハンノキ (C)SM*T 

Betula maximowiczianαウダイカンパ (C)SONK 

Betula platyphylla var. jαrponicaシラカンノミ (C)K

Carpinus cord，αtα サワシパ (C)M*TO*NK

Carpinus 1αxifloraアカシデ(C)SN

Corylus sieboldianαvar. mandshuricαツノハシバミ (C)

SM*TO*N*K 

Cucurbitaceae ウリ科

Gynostemma pentαrphyllumアマチャヅノレ(B)TONK

Schizopepon bryoniifoliusミヤマニガウリ (B)SM*TOK 

Celastraceae ニシキギ科

Celαstrus orbiculatus var. orbiculatusツノレウメモドキ (C)

SMTNK 

Euonymus alαtus var. αlatus 王 striatus コマユミ (C)

SM*TNK 

Euonymus fortuneiツルマサキ (C)MN

Euonymus melananthusサワダツ (B)O*N

Euonymus oxyphyllus var. magnus エゾツリパナ (C)

S*M*T*OK 

Euonymus sieboldianusマユミ (B)MK

Euonymus sieboldianus var. sanguineusカントウマユミ

(C)M* 

Oxalidaceae カタバミ科

Oxαlis acetosellαvar. longicapsulα ヒョウノセンカタノt

ミ(B)S* 

Oxalis strictaエゾタチカタバミ (C)SMTO* 

Salicaceae ヤナギ科

Populus tremula var. sieboldiiヤマナラシ(C)TN
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Salix capreaノくツコヤナギ(C)S*M*T*N 

Salix dolichostyla subsp. dolichostylα シロヤナギ (C)

S*MTK* 

Salix integraイヌコリヤナギ(C)SM*T*O 

Salix reiniiミヤマヤナギ (C)T

Salix triandraタチヤナギ(C)SM

Salix udensisオノエヤナギ(C)S*M*T*O*N* 

Salix vulpina subsp. vulpinαキツネヤナギ(C)SM*T*OK 

Violaceae スミレ科

Viola brevistipulαta subsp. brevistipulatαオオバキスミレ

(B) S 

れola gりpoceras 王 pubescens ケタチツボスミレ (C)

M*TO*K 

れolakus仰 oanaオオタチツボスミレ (C)SM*TON 

れ01αverecund，αツボスミレ (C)SMT*ONK

れolahondoensisアオイスミレ (B)M*O

れolatokubuchiana var. takedanαヒナスミレ (B)K

日olavaginataスミレサイシン (B)SM*TONK

Hypericaceae オトギリソウ科

fか'Pericumascyron subsp. ascyron var.αscyron トモエソ

ウ(B)M*

Hypericum erectum var. erectum オトギリソウ (C)

SMTO*N 

fち'Pericumpseudopetiolatumサワオトギリ (B)T*O 

め'pericumvulcanicumオシマオトギリ (C)0* 

Geraniaceae フウロソウ科

Geranium thunbergiiゲンノショウコ (C)SMTOK

Ger・αniumwilfordii var. wilfordiiミツバフウロ (A)M*

Onagraceae アカパナ科

Circaea erubescensタニタデ(B)S*M*TN*K* 

Circaea mollisミズタマソウ (B)SMTO*K*

Epilobium pyrricholophumアカバナ(C)SMT 

Oenothera biennisメマツヨイグサ(N)M*O

Staphyleaceae ミツバウツギ科

Staphyleαbumaldaミツバウツギ (C)M*NK

Stachyuraceae キブシ科

Stachyurus praecoxキブシ(C)SM*TON*K 

Stachyurus praecox f. leucotrichusケキブシ(B)N

Anacardiazeae ウルシ科

Rhusjαvαnicαvar. chinensisヌノレデ(C)STON

Toxicodendron orientaleツタウノレシ(C)SMTONK

Toxicodendron trichocα中umヤマウノレ、ン(C)MTNK

Sapindaceae ムクロジ科

Acerαmoenum var.αmoenumオオモミジ(B)S 

Acer amoenum var. matsumuraeヤマモミジ(B)SM*TN 

Acer japonicumハウチワカエデ(C)SM*TONK

Acer micranthumコミネカエデ(B)SN* 

Acer pictum subsp. mayriiアカイタヤ (C)SMTONK

Acer pictum subsp. monoエゾイタヤ (C)M*TOK

Acer rufinerveウリハダカエデ(B)MT*NK
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Acer sieboldianaコハウチワカエデ(B)S 

Acer tschonoskiiミネカエデ(C)S*ON* 

Aesculus turbinataトチノキ (B)SMTOK

Rutaceae ミカン科

Skimmia japonicαvar. intermedia王repensツノレシキミ

(C)TN*K 

Zαnthoxylum p伊eritumサンショウ (C)MK

Zαnthoxylum piperitum f. brevispinumヤマアサクラザン

ショウ (A)M*K*

Simaroubaceae ニガキ科

Picrαsma quαssioidesニガキ (C)SM*O*N 

Malvaceae アオイ科

Tilia japonicαシナノキ (C)S*TK 

Thymelaeaceae ジンチョウゲ科

Dα'phne mかαbeanαカラスシキミ (B)K

Brassicaceae アブラナ科

Arabis serrata var. glaucaエゾノイワハタザオ(B)M*

Cardamine leucanthaコンロンソウ (C)S恥1TOK

Cardamine leucantha var. glaberrimαノ¥夕、カコンロンソ

ウ(B)K

Cardamine scuωω タネツケパナ(C)S*M 

Cardαmine yezoensisエゾワサビ(B)T*O* 

Santalaceae ビャクダン科

Viscum album subsp. colorαtumヤドリギ(C)N

Polygonaceae タデ科

Fallopia dumetorumツノレタデ、(N)K*

Fallopia japonica var. japonicaイタドリ (B)MTO 

Fallopia sachαlinensisオオイタドリ (C)SMTONK

Persicaria filiformisミズヒキ (C)SMOK

Persicaria longisetaイヌタデ(C)K

Persicaria muricataヤノネグサ (C)M*

Persicaria nepαlensisタニソノく (C)TOK*

Persicaria peゆliatαイシミカワ (C)M

Persicariαposumbuハナタデ(C)TOK

Persicaria sαgittαta var. sibu叱α ウナギツカミ (C)

S恥1*TO*

Persicaria senticosaママコノシリヌグイ (C)M*

Persicaria thunbergii var. thunbergii ミゾソノく(C) 

SMTOK 

Polygonum aviculare subsp. aviculαreミチヤナギ(C)M

Rumex acetosaスイバ (C)M

Rumexjαrpomcω ギシギシ(B)ST

Rumex longifoliusノダイオウ (B)M*

Rumex obtusifoliusエゾノギシギシ(N)S*M*O*K 

Caryophyllaceae ナデシコ科

Cerastium戸ntanumsubsp. vulgare var. angωtifoliumミ

ミナグサ (C)SM* 

Cerastium glomeratumオランダミミナグサ (N)S 

Stellaria aquaticαウシハコベ(C)M*

Stellaria diversfβora王robustαオオサワハコベ(B)S* 
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Stellaria mediaコハコベ(C)O

Stellaria sessilifloraミヤマハコベ(B)S 

Stellariαulginosa var. undulataノミノフスマ (B)M*O* 

Amaranthaceae ヒユ科

Achyranthes bidentata var. japonicaイノコヅチ (B)MK

Cornaceae ミズキ科

Alangium platanifolium var. trilobatum王macrophyllumウ

リノキ (C)S*MTO*K

Cornus controversαミズキ (C)SMTNK

Hydrangeaceae アジサイ科

Hydrangea paniculataノリウツギ (C)ST*ONK

fかdrangeapetiolarisツルアジサイ (C)SMTONK

fかdrangω serrata var. yωoensis エゾアジサイ (C)

STONK 

Schizophragma hydrangeoides イワガラミ (C)SMTONK

Balsaminaceae ツリフネソウ科

Impαtiens noli-tangereキツリフネ (C)SMTO 

Impatiens textorIIツリフネソウ (C)SMTOK

Ebenaceae カキノキ科

Diospyros lotusマメガキ (P)M*

Primulaceae サクラソウ科

Ardisia japonicaヤブコウジ(B)T

Lysmachia clethroidesオカトラノオ(C)SMTONK

Lysmachia japonicaコナスビ(C)SM*OK 

Lysmachia vulgαris subsp. dαvurzcaクサレダマ (C)ST*O 

Diapensiaceae イワウメ科

Shortia uniflora var. unifloraオオイワウチワ (A)S* 

Styracaceae エゴノキ科

Styrαxjaponicaエゴノキ (C)MK

StyrαX obαssiaハクウンボク (B)SM*TOK 

Actinidiaceae マタタピ科

Actinidiaαrguωvar.αrgutαサルナシ(C)SM*TO*NK 

Actinidia polyg，αmα マタタピ(C)S*M*TOK 

Clethraceae リョウブ科

Clethra bαrbinervisリョウブ(B)S*MTO*NK 

Ericaceae ツツジ科

Elliottia pαniculataホツツジ(C)STO*N* 

Epig，αωαsiαticaイワナシ(B)ON

Eubotryoides grayana var. grayαnaハナヒリノキ (B)N

Monotropa unifloraギンリョウソウモドキ (B)N*

Pyrola japonicaイチヤクソウ (C)N*K

Pyrola renifoliαジンヨウイチヤクソウ (B)S*N 

Rhododendron albrechtiiムラサキヤシオツツジ(B)N

Rhododendron kaemp_たrivar. kaempj甘iヤマツツジ(C)

TN 

Rhododendron multiflorumウラジロヨウラク (B)S* 

Vaccinium hirtum var. pubescensウスノキ (B)N*

陥 cciniumjaponicumアクシパ (B)N*

陥 cciniumoldhamiiナツハゼ (B)N

陥 cC!nlumsmαllii var. smαlliiオオパスノキ (B)ON

つ臼
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Aucubaceae アオキ科

Aucuba japonica var. boreαlisヒメアオキ (C)SM*TONK

Rubiaceae アカネ科

Galium japonicumクノレマムグラ (C)SMT*ONK

Galium odorαtumクノレマノくソウ (C)ST

Galium spurium var. echinospermonヤエムグラ (C)M

Galium trifloriformeオククノレマムグラ (C)so 
Mitchella undulαtα ツノレアリドオシ(C)TN*K

Rubia argyiアカネ (C)M*T 

Gentianaceae リンドウ科

Gentiana zollingeriフデリンドウ (C)K

Swertia bimaculatαアケボノソウ MT

Tripterospermum japonicumツルリンドウ (C)廿-J*K

Apocynaceae キョウチクトウ科

Metaplexis jα~ponicα ガガイモ (B)OK

Cynanchum cαudatum var. caudatum イケマ(C) 

SMT*OキK

Tylophora aristolochioidesオオカモメヅル(C)N

Solanaceae ナス科

Physaliastrum echinatumイガホオズキ (B)M

Boraginaceae ムラサキ科

Trigonotis guilielmiiタチカメバソウ (B)S* 

Oleaceae モクセイ科

Fraxinus lanuginosαι serratαアオダモ (C)TN*K* 

Fraxinus mandshuricaヤチダモ (B)SM

Fraxinus sieboldianaマルパアオダモ (C)S*MTON 

Ligustrum tschonoskii var. tschonoskii ミヤマイボタ (C)

恥行-.J"K

Plantaginaceae オオバコ科

Plantαgo asiaticαオオバコ (C)SMTONK

Plantago lanceolataへラオオバコ (N)M

Veronicαperslcaオオイヌノフグリ (N)M*

Veronicαstrum japonica var. japonicαクガイソウ (B)SM* 

Scrophulariacea ゴ、マノハグサ科

Scrophulαriαkakudensisオオヒナノウスツボ (A)O*

Lamiaceae シソ科

Agαstache rugosaカワミドリ (C)M

Callicarpαjaponica var. jα!ponica ムラサキシキブ (C)

恥1*TONK

Chelonopsis moschatαジャコウソウ (C)TOK

Cierodendrum trichotomumクサギ(C)SMTONK

Clinopodium chinense subsp. grandiflorum クノレマノ〈ナ

(C) SM*T*O*K* 

Clinopodium micranthum var. micranthumイヌトウノ〈ナ

(B) MT*O*N*K* 

Clinopodium sachalinenseミヤマトウパナ (B)T*O*N

Elsholtzia ciliαω ナギナタコウジュ (C)MK

Glechoma hederacea subsp. grandis カキドオシ(C)

SMTO 

Isodon trichocarpaクロパナヒキオコシ(B)SMO* 
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Lαmium album var. bαrbatumオドリコソウ (B)S 

Lycopus lucidusシロネ (C)S*

Lycopus maackiαnusヒメシロネ (C)S*O* 

Lycopus uniflorusエゾシロネ (C)TO* 

Mentha canadensisノ¥ツカ (B)恥10

Mosla diantherαヒメジソ (C)TO

Prunella vulgaris subsp.αsiaticαウツボグサ (C)O

Scutellαriαd々pendensヒメナミキ (B)S 

Stachysαspera var. hispidulαイヌゴ、マ (C)0* 

Teucrium japonicumニガクサ (C)NK

Teucrium viscidum var. miquelianum ツノレニガクサ (C)

OK 

Phrymaceae ハエドクソウ科

Mimulus s白 silifoliusオオバミゾホオズキ (B)O*

Mimulus nepalensisミゾホオズキ (B)O

Phyrma leptostachyαsubsp.αSlαtlca ハエドクソウ (C)

ONK 

Phyrmαleptostachya subsp.αSlαtica f. oblongifoliaナガバ

ハエドクソウ (C)N

Orobanchaceae ハマウツボ科

Melampyrum nikkoenseミヤマママコナ(B)N

Helwingiaceae ハナイカダ科

Helwingia japonica var. japonicaハナイカダ(B)MONK

Aquifoliaceae モチノキ科

Ilex crenaωvar. radicansハイイヌツゲ(C)NK

Jlex leucocladaヒメモチ (C)NK

llex macropod，αアオハダ(C)TK*

llex sugerokii var. brevipedunculat，α アカミノイヌツゲ

(B)N 

Campanulaceae キキョウ科

Adenophora remotiflorαソパナ(C)K

Adenophora triphylla var. japonicaツリガネニンジン (C)

M 

Codonopsis lanceolataツノレニンジン (C)SM*O*K* 

Peracarpa carnosαタニギキョウ (C)S

Asteraceae キク科

Adenocaulon himαlαicumノブキ (C)MTO*NK

Ambrosia artimisiifoliαブタクサ (N)M

Artemisia indica var. mαximowicziiヨモギ (C)SMTK 

Artemisia montanaオオヨモギ (C)SMTO* 

Aster glehnii var. hondoensisゴマナ(C)SMTO 

Aster iinumaeユウガギク (C)0* 

Aster microcephαlus var. ovatus ノコンギ ク(C) 

SMTONK* 

Aster savatieri var. savatieriミヤマヨメナ (E)T 

Atractylodes ovatαオケラ (A)N

Bidens frodosaアメリカセンダングサ (N)MK

Cαrpesiumαbrotαnoidesヤブタノくコ (B)MK

Carpesium divαricatum var. divαricatum ガンクビソウ

(B)TO 
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Carpesium divaricatum var. mαtsuelノッポロガンクピソ

ウ(C)S

Carpesium tristeミヤマヤブタバコ (B)M*

Cirsium aomorenseアオモリアザミ (C)N

Cirsiumjαrponicumノアザミ (C)S*O*N 

Cirsium muraiiシラガミアザミ (B)T*O

Cirsium nipponicum var. nipponicumキタカミアザミ (A)

M* 

Crepidiαstrum denticulatumヤクシソウ (C)K*

Erigeron annuusヒメジョ オン(N)SM*TO

Erigeron philadelphicusノリレジオン(N)OK

Eupatorium glehniiヨツノミヒヨドリ (C)S孔1T*N

Eupatorium lindleyanum var. lindleyanumサワヒヨドリ

(C)M 

Eupatorium mαkinoi var. oppositifoliumオオヒヨドリノく

ナ(ヒヨドリパナ) (C) SM*NK 

Eupatorium tripartitumミツバヒヨドリバナ (A)S 

Hypochaeris radicataブタナ(N)SMK

Jxeridium dentatum subsp. nipponicum var.αlbiflorum f. 

amplifoliumハナニガナ (C)SMT*ONK

Jxeris stolonifera var. stoloniferαイワニガナ (B)TK

Leibnitzia an仰 driαセンボンヤリ (B)K

Pαrαsenecio faヴari戸lius var. bulbiferus タマブキ (C)

SM*TO 

Parasenecio hastatus subsp. tanakaeイヌドウナ (C)SK 

Parasenecio hosoianusツガノレコウモリ (B)S*M*O* 

Petαsites japonicus subsp. gigαnteus アキタブキ (C)

SMTONK 

Picris hieracioides subsp. jαrponzca コウゾリナ (C)

S恥1*TO

Pterocypsela elataヤマニガナ (B)SN*K 

Rudbeckia laciniataオオハンゴンソウ (N)T

Senecio cannabifoliusハンゴンソウ (C)SMTK 

Sigesbeckia pubescensメナモ ミM

Solidago virgaurea subsp. giganteaオオアキノキリンソ

ウ(C)SMTNK

Synurus pungens var. pungensオヤマボクチ (B)N

Taraxacum ojJicinaleセイヨウタンポポ(N)MK

Araliaceae ウコギ科

Aralia cordata var. cordataウド (C)SMTOK

Araliαelataタラノキ (C)SMTONK

Aralia elat，α王subinermisメダラ (B)O

Chengiopαnax sciadophylloidesコシアブラ (C)TONK

Gambleαinnovansタカノツメ (B)N*

fかdrocoσleramiflorαオオチドメ (C)MT*OK

Kalopanαx septemlobusハリギリ (C)MTNK

Panαx japonicus var. jαrpomcus トチパニンジン(C)STK 

Pan似 japonicus王dichrocarpusソウシショウニンジン

(B)NK 

Apiaceae セリ科
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Angelica edulisアマニュウ (C)SM*TO

Angelica genujlexαオオパセンキュウ (B)MTO

Angelica ursinaエゾニュウ (C)SM

Anthriscus sylvestris subsp. sylvestrisシャク (C)SMTO 

Cη'ptotαenia canαdensis subsp. japonicα ミツノく (C)

SM*TO*N 

Heracleum 1αnatum var. lanatumオオハナウド (C)

S恥HO*

Oenanthe javanicaセリ (C)MO

Osmorhiza aristata var. aristataヤブニンジン(C)SM

Sanicula chinensisウマノミツバ (C)SM*TONK

Torilis japonicαヤブジラミ (C)MTO*K

Adoxaceae レンプクソウ科

Sambucus racemosa subsp. sieboldiana var. sieboldianaニ

ワトコ(C)SMO

Viburnum dilatatumガマズミ (C)MN*K

Viburnum furcatumオオカメノキ (C)SMTONK

Viburnum opulus var. sargentiiカンボク (C)SMN 

Viburnum wrightii var. wrightii ミヤマガマズミ (C)

S*M*T*ON*K 

Caprifoliaceae スイカズラ科

Abelia spathulata var. stenophyllα ウゴツクパネウツギ

(B)MTN 

Patrinia villosαオ トコエシ(C)MTO*K

Weigela hortensisタニウツギ (C)SMTONK
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